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温知小南の横断歩道

森嶋和明 議員

池
野
駅
、
北
池
野
駅
の
ト
イ
レ
の

　

改
修
と
下
水
道
計
画
は

車
で
約　

人
、
交
通
指
導
の
保

３５

護
者
も
必
死
に
横
断
歩
道
通
行

の
指
導
を
さ
れ
て
い
る
。
も
し

も
自
動
車
の
暴
走
が
あ
っ
た
場

合
の
被
害
は
、
と
考
え
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
駐
車
場
附
近
の
活
用
や
、

学
校
正
門
東
側
の
ク
リ
ン
プ

フ
ェ
ン
ス
部
に
臨
時
的
な
開
口

部
を
設
け
て
早
く
校
内
に
入
る

対
策
等
を
行
い
、
通
学
路
の
安

全
を
確
保
す
る
こ
と
が
急
務
と

思
う
。

 
町　

長 

　

農
協
側
と
協
議
も
進
み
用
地

関
係
は
了
解
を
得
て
い
る
。
安

全
に
２
列
通
行
が
で
き
る
幅
を

計
画
し
、
測
量
も
終
わ
っ
て
計

画
法
線
ま
で
入
れ
て
い
る
。　
２２

年
度
農
協
側
を
細
か
い
部
分
に

つ
い
て
、
協
議
を
進
め
て
い
き

た
い
。
横
断
歩
道
を
渡
り
真
っ

す
ぐ
校
庭
に
入
る
こ
と
に
つ
い

て
、
構
内
通
路
の
こ
と
も
考
え

学
校
側
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

　

温
知
小
児
童
数
の
７
割　

人
４００

が
短
時
間
に
（
約　

〜　

分
）

２５

３０

通
学
利
用
す
る
青
柳
区
中
心
附

近
か
ら
、
学
校
正
門
に
至
る
道

路
は
、
充
分
な
歩
道
も
無
く
、

自
動
車
も
こ
の
時
間
帯
に
約　
３０

台
往
来
す
る
。
中
学
生
も
自
転

登校時のラッシュアワー

議会請願で採択をされた温知小
学校南の町道の交通安全及び、
環境改善対策の推進について

池野駅とトイレ

　

公
共
交
通
機
関
（
電
車
）
を

利
用
し
て
池
田
町
へ
の
来
訪
者

に
対
し
、
現
在
の
両
駅
の
ト
イ

レ
の
状
況
は
「
よ
う
こ
そ
池
田

町
へ
」
と
胸
を
張
っ
て
言
え
る

よ
う
な
施
設
で
し
ょ
う
か
、
改

修
計
画
は
。

　

池
野
駅
の
所
在
地
、
大
池
町

地
区
は
下
水
道
工
事
も
間
近
と

な
っ
て
き
て
い
る
。
関
連
し
て

養
老
鉄
道
支
援
策
に
お
け
る
近

鉄
側
の
対
応
は
、
大
変
遅
い
。

町
を
挙
げ
て
の
強
い
体
制
で
折

衝
等
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

 
町　

長 

　

池
野
駅
に
つ
い
て
は
水
洗
化

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。　
２３

年
度
中
に
下
水
道
の
接
続
を
想

定
し
て
い
る
。

　

北
池
野
駅
に
つ
い
て
も
順
次
、

下
水
道
が
進
ん
で
い
く
段
階
で

必
要
と
思
っ
て
い
る
。

　

養
老
鉄
道
、
近
鉄
側
へ
の
要

望
、
対
策
、
対
応
に
つ
い
て
は

担
当
対
応
で
な
く
３
駅
と
し
て
、

池
田
町
と
し
て
、
将
来
構
想
を

立
て
、
提
示
し
て
、
協
議
し
進

め
て
い
く
。


